
　

登
校
支
援
員
活
用
事
業
は
、「
登
校

支
援
員
」
と
生
徒
と
の
関
わ
り
に
よ

り
登
校
に
つ
な
が
る
例
も
あ
り
、
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中

学
校
の
み
配
置
で
あ
り
、
そ
の
勤
務

条
件
も
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。

「
登
校
支
援
員
」の
拡
充
・
増
員
、勤
務

条
件
の
整
備
な
ど
が
必
要
と
考
え
る
。

　

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
学
び
の

保
障
に
向
け
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

（
教
育
長
答
弁
）

　

教
育
機
会
確
保
法
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
学
校
復
帰
は
も
と
よ
り
、
社
会

的
自
立
に
向
け
た
多
様
な
学
習
機
会

の
保
障
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
令

和
３
年
度
か
ら
中
学
校
に
配
置
し
て

い
る
登
校
支
援
員
の
効
果
が
表
れ
て

お
り
、
来
年
度
以
降
も
市
町
村
教
委

の
希
望
に
こ
た
え
て
い
き
た
い
。
県

及
び
全
市
町
村
で
の
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
や
県
内
６
か
所
で
の
補

充
学
習
教
室
や
自
宅
で
学
べ
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
学
習
教
材
を
活
用
し
た
学
習
支
援

も
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
、
児
童
生

徒
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
教
育
機
会

の
確
保
を
推
進
し
て
い
く
。　

公
共
交
通
を
巡
る
諸
課
題

　

高
齢
社
会
が
深
刻
と
な
る
中
で
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
抑
止
策
の
一
つ
と

し
て
県
は
運
転
免
許
の
返
納
を
進
め

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
運
転

免
許
を
持
た
な
い
方
々
が
、
行
き
た

い
所
へ
安
心
し
て
行
け
る
移
動
手
段

を
確
保
す
る
た
め
に
、
県
下
全
域
で

鉄
道
の
駅
を
ハ
ブ
と
し
た
地
域
公
共

交
通
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
。
特

に
大
分
市
内
で
は
人
口
増
加
傾
向
に

あ
る
大
分
市
の
東
部
と
中
心
市
街
地

を
結
ぶ
公
共
交
通
の
充
実
を
訴
え
、

知
事
に
見
解
を
問
い
か
け
た
。

　

佐
藤
知
事
の
答
弁
は
、「
公
共
交
通

は
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
や
社
会
経

済
活
動
に
不
可
欠
で
あ
る
が
、
人
口

の
減
少
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

等
に
伴
い
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

い
る
。
県
は
持
続
可
能
な
地
域
の
公

共
交
通
網
づ
く
り
に
向
け
、
地
域
公

共
交
通
計
画
を
策
定
し
て
き
た
。
移

動
弱
者
に
寄
り
添
う
公
共
交
通
へ
の

転
換
を
課
題
の
１
つ
に
掲
げ
、
高
齢

者
等
の
通
院
・
買
い
物
需
要
に
対
応

し
た
路
線
や
ダ
イ
ヤ
の
改
善
等
を
検

討
し
て
い
く
。
ま
た
、
乗
合
タ
ク
シ
ー

や
渋
滞
解
消
、
路
線
バ
ス
維
持
の
た

め
の
人
材
確
保
な
ど
に
取
り
組
む
」

と
の
こ
と
。

　

大
分
駅
以
南
の
鉄
道
の
複
線
化
や

豊
肥
線
下
郡
地
区
の
新
駅
な
ど
に
つ

い
て
は
、「『
日
豊
本
線
高
速
・
複
線

化
大
分
県
期
成
同
盟
会
』
が
、
大
分

駅
以
南
の
全
線
複
線
化
の
早
期
実
現

を
粘
り
強
く
働
き
か
け
る
。
ま
た
、

下
郡
地
区
の
新
駅
設
置
は
、
市
長
時

代
か
ら
課
題
と
捉
え
て
お
り
、
関
係

者
の
検
討
状
況
を
踏
ま
え
、
必
要
に

応
じ
て
助
言
な
ど
の
協
力
を
す
る
」

と
の
答
弁
。

Ｓ
Ｓ
Ｓ
に
よ
る
駅
の
無
人
化

　

７
月
１
日
か
ら
大
分
市
内
の
５
つ

の
駅
で
、
新
た
に
ス
マ
ー
ト
・
サ
ポ
ー

ト
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｓ
Ｓ
Ｓ
）
の

運
用
が
始
ま
っ
た
。
先
行
し
て
無
人

化
さ
れ
た
３
つ
の
駅
を
含
め
、
乗
降

者
数
も
多
く
、
県
と
し
て
Ｊ
Ｒ
駅
の

無
人
化
に
関
す
る
安
全
対
策
に
つ
い

て
ど
う
取
り
組
む
の
か
を
企
画
振
興

部
長
に
質
し
た
。

　

部
長
か
ら
、「
大
分
市
内
の
５
駅
に

新
た
に
Ｓ
Ｓ
Ｓ
が
導
入
さ
れ
た
際
に
、

駅
の
無
人
化
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
遵
守
と
併
せ
て
、Ｉ
ｏ
Ｔ
等
を
活

用
し
た
、
よ
り
高
性
能
な
安
全
装
置

等
の
研
究
を
進
め
る
よ
う
働
き
か
け

た
。
今
後
と
も
引
き
続
き
利
用
者
の

声
に
耳
を
傾
け
、
と
り
わ
け
障
が
い

者
や
高
齢
者
に
配
慮
し
た
安
全
・
安

心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う

よ
う
、Ｊ
Ｒ
九
州
に
対
し
要
望
・
提
言

す
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

万
が
一
の
ケ
ー
ス
は
、
頻
発
す
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
そ
の
時
に
守
れ
る

命
を
守
る
た
め
に
必
要
な
要
員
と
し

て
公
共
交
通
事
業
者
と
行
政
と
の
連

携
で
、
体
制
を
確
立
す
べ
き
。

陸
自
大
分
分
屯
地
の
火
薬
庫

　

大
分
市
鴛
野
に
あ
る
陸
上
自
衛
隊

大
分
分
屯
地
に
新
し
く
火
薬
庫
が
２

棟
設
置
さ
れ
、
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・

ミ
サ
イ
ル
が
保
管
さ
れ
る
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
更
に
湯
布
院
駐
屯

地
に
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
が
発
足

す
る
計
画
も
公
表
さ
れ
た
。
鴛
野
地

域
は
敷
戸
団
地
を
は
じ
め
住
宅
密
集

地
で
あ
り
、
大
分
大
学
な
ど
若
者
も

集
中
し
て
居
住
す
る
地
域
。
ス
タ
ン

ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
が
格
納
さ
れ

る
と
、
有
事
に
至
っ
た
途
端
に
先
制

攻
撃
の
標
的
と
な
り
か
ね
な
い
。
地

域
住
民
に
対
し
て
具
体
的
な
説
明
が

な
さ
れ
ず
、
住
民
は
不
安
を
抱
え
て

い
る
。
県
に
権
限
が
な
い
と
は
い
え
、

国
に
対
し
て
意
見
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
質
問
し
た
。

　

県
防
災
局
長
か
ら
は
、「
県
民
の
不

安
な
ど
に
対
し
て
は
、
国
が
責
任
を

持
っ
て
、
地
元
に
丁
寧
な
説
明
を
行

う
と
と
も
に
、
安
全
対
策
な
ど
に
万

全
を
期
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
る
。

県
と
し
て
も
、
国
の
動
き
や
工
事
の

進
捗
な
ど
を
注
視
し
、
大
分
市
と
情

報
共
有
や
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
、

県
民
の
不
安
解
消
と
安
全
確
保
に
取

り
組
む
」
と
の
答
弁
。

　

県
議
会
で
の
初
質
問
で
し
た
。
抜

粋
し
紹
介
し
ま
す
。

（
質
問
）
教
員
不
足
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

必
要
な
人
員
を
配
置
し
な
い
ま
ま

働
か
せ
続
け
て
い
る
こ
と
こ
そ
が「
学

校
現
場
は
ブ
ラ
ッ
ク
だ
」
と
言
わ
れ

る
大
き
な
要
因
だ
。
す
べ
て
の
教
職

員
が
生
き
生
き
と
働
け
る
職
場
環
境

に
し
て
い
く
こ
と
が
、子
ど
も
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
豊
か
な
学
び
を
保
障
す

る
こ
と
で
あ
り
、
保
護
者
や
地
域
の

皆
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く

り
に
つ
な
が
る
。
教
職
員
定
数
が
満

た
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
憲
法
で

定
め
ら
れ
た
「
教
育
の
機
会
均
等
」

に
反
す
る
、
大
変
憂
慮
す
べ
き
事
態
だ
。

県
は
「
教
育
県
大
分
」
の
創
造
を
掲

げ
て
い
る
が
、
学
校
現
場
の
実
態
を

ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。「
人
員
不

足
」
の
具
体
的
な
解
決
策
、
学
校
現

場
の
「
働
き
方
改
革
」
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

（
教
育
長
答
弁
）

　

教
員
不
足
は
、
全
国
的
な
課
題
で

あ
り
、本
県
に
お
い
て
も
厳
し
い
状
況
。

ま
た
、
依
然
と
し
て
長
時
間
勤
務
者

が
存
在
す
る
こ
と
も
課
題
と
考
え
る
。

教
員
採
用
試
験
の
見
直
し
等
に
よ
る

受
験
者
の
確
保
や
、
再
任
用
の
促
進
、

教
員
免
許
状
所
有
者
で
教
職
に
就
い

て
い
な
い
方
を
対
象
と
し
た
説
明
会

を
新
た
に
開
催
す
る
こ
と
で
、
臨
時

講
師
等
の
掘
り
起
こ
し
を
行
っ
て
い

る
。
国
は
、
働
き
方
改
革
に
関
す
る

緊
急
提
言
を
取
り
ま
と
め
、
来
春
、

教
員
の
勤
務
制
度
や
処
遇
改
善
等
に
、

一
定
の
方
向
性
を
示
す
予
定
。
今
後
も
、

国
の
動
向
を
注
視
し
、
教
員
不
足
の

解
消
や
、
働
き
方
改
革
に
向
け
、
職

場
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

（
質
問
）
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て

　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
学
校

に
就
学
し
て
い
る
障
が
い
児
に
、
授

業
の
終
了
後
ま
た
は
休
業
日
に
、
生

活
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓

練
、
社
会
と
の
交
流
の
促
進
な
ど
の

発
達
支
援
を
供
与
す
る
サ
ー
ビ
ス
）

事
業
所
を
利
用
す
る
特
別
支
援
学
級

在
籍
児
童
も
多
く
、
こ
れ
ま
で
空
き

店
舗
等
だ
っ
た
建
物
が
事
業
所
に

な
っ
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。「
障
が
い
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
大
分

県
づ
く
り
条
例
」
前
文
に
あ
る
「
障

が
い
の
あ
る
人
が
選
択
の
機
会
を
確

保
さ
れ
つ
つ
必
要
な
支
援
を
受
け
て

地
域
社
会
の
中
で
安
心
し
て
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る
日
」の
実
現
の
た
め
に
は
、

組
織
横
断
的
な
取
り
組
み
で
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
を
実
現
す
る
施
設
や
制
度

が
必
要
だ
。
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
ど
の
よ
う
に
充
実
さ
せ
て
い
く

の
か
。

（
福
祉
保
健
部
長
答
弁
）

　

県
内
の
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
は
、
こ
こ
５
年
間
で
倍
増
し
、

２
５
４
事
業
所
、
２
、
９
６
５
人
の
利

用
定
員
と
な
っ
て
い
る
。
約
３
割
の

事
業
所
で
は
、
夏
休
み
や
地
域
で
の

イ
ベ
ン
ト
等
の
際
に
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
や
児
童
館
と
の
交
流
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
等
と
も
連
携
し
、
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
て

い
く
。

（
質
問
）
大
分
市
東
部
地
域
の
渋
滞
対

策
に
つ
い
て

　

大
分
市
東
部
地
区
は
人
口
増
加
な

ど
に
よ
り
、
各
所
で
交
通
渋
滞
が
発

生
し
て
い
る
。
乙
津
川
と
大
野
川
と

い
う
２
つ
の
川
に
か
か
る
鶴
崎
橋
を

は
じ
め
、
乙
津
橋
、
高
田
橋
、
川
添

橋
周
辺
の
交
通
渋
滞
は
、
地
域
住
民

の
悩
み
の
種
と
な
っ
て
い
る
。
国
道

１
９
７
号
の
鶴
崎
拡
幅
が
進
ん
で
は

い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
交
通
渋
滞

の
解
消
に
は
不
十
分
だ
。
４
つ
の
橋

周
辺
の
抜
本
的
な
渋
滞
解
消
へ
の
取

り
組
み
を
進
め
る
べ
き
だ
。

（
土
木
建
築
部
長
答
弁
）

　

東
部
地
域
の
渋
滞
対
策
を
重
点
課

題
と
し
、
大
野
川
大
橋
の
無
料
化
、

県
道
坂
ノ
市
中
戸
次
線
川
添
バ
イ
パ

ス
お
よ
び
都
市
計
画
道
路
岡
臨
海
線

の
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

し
か
し
、
人
口
の
増
加
も
あ
り
、
交

通
渋
滞
の
解
消
ま
で
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
現
在
、
国
道
１
９
７
号
線
鶴

崎
拡
幅
を
実
施
し
て
お
り
、
４
つ
の

橋
周
辺
な
ど
へ
の
効
果
も
期
待
さ
れ

る
。
早
期
完
成
に
努
め
、
効
果
を
確

認
す
る
。

　

県
議
会
で
初
め
て
の
一
般
質
問
で
、

緊
張
の
中
で
も
県
民
や
地
域
の
願
い

と
し
て
、

１  

災
害
対
策
に
つ
い
て
（
２
項
目
）

２  

小
中
学
校
給
食
費
の
保
護
者
負

　

  

担
に
つ
い
て

３  

駅
館
川
地
区
国
営
か
ん
が
い
排
水

　

  

事
業
に
つ
い
て

４  

教
育
現
場
を
巡
る
種
課
題
に
つ
い

　

  

て
（
４
項
目
）

以
上
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
抜
粋

し
紹
介
し
ま
す
。

（
質
問
）
災
害
対
策
と
し
て
の
流
域
治

水
に
つ
い
て

　

防
災
・
減
災
と
し
て
治
水
対
策
に

当
た
っ
て
は
、
県
、
市
町
村
な
ど
行
政

だ
け
で
な
く
、
流
域
の
住
民
や
地
域

に
お
け
る
事
業
者
な
ど
幅
広
い
あ
ら

ゆ
る
関
係
者
に
よ
り
流
域
全
体
で
水

害
を
軽
減
さ
せ
る
「
流
域
治
水
」
と

い
う
考
え
方
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

　

維
持
管
理
の
多
く
を
地
元
地
域
か

ら
要
望
の
多
い
樋
門
の
改
修
・
自
動

ゲ
ー
ト
化
や
河
川
の
中
に
設
置
さ
れ

た
許
可
工
作
物
管
理
な
ど
に
つ
い
て

十
分
地
域
と
協
議
・
対
応
し
な
が
ら

多
く
の
関
係
者
と
治
水
を
行
う
べ
き

で
あ
り
、
今
後
、
流
域
治
水
対
策
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

（
知
事
答
弁
）

　

県
と
し
て
も
主
要
な
河
川
を
流
域

ご
と
に
８
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
、
関

係
機
関
か
ら
な
る
流
域
治
水
協
議
会

を
設
置
し
、
治
水
対
策
の
全
体
像
を

「
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て

定
め
対
策
を
講
じ
、
毎
年
、
進
捗
管

理
や
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
る
。

　

樋
門
の
ゲ
ー
ト
化
は
、
現
在
、
県

管
理
施
設
の
７
０
％
を
終
了
し
今
後

も
取
り
組
む
。
許
可
工
作
物
に
対
し

て
も
、
適
時
河
川
巡
視
を
行
い
、
許

可
期
限
の
過
ぎ
た
も
の
は
撤
去
指
導

を
行
う
な
ど
、
河
川
の
適
正
管
理
に

努
め
る
。
今
後
と
も
、
各
関
係
者
一

体
で
流
域
治
水
に
取
り
組
む
。

（
質
問
）
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援

に
つ
い
て

　

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
関
係
者
に
お
い
て
様
々
な

努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
全
国
の

不
登
校
児
童
生
徒
数
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、令
和
３
年
度
の
調
査
で
は
、小
・

中
学
校
で
約
２
４
・
５
万
人
、
高
等

学
校
を
合
わ
せ
る
と
約
３
０
万
人
と

な
り
、
過
去
最
高
に
な
る
な
ど
、
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
で

も
同
じ
よ
う
な
状
況
。

2※一般質問については、大分県議会のホームページの「県議会インターネット中継」のページの「録画中継」からご覧頂けます。

（大分市）

一般質問一般質問

もり なが　　　のぶ ゆき

守永　信幸

高
齢
社
会
の

　
　
　
公
共
交
通
は
!

県
民
の
「
声
」
を

　
　
　
　
　
届
け
る
!!

みたらい　　  とも ひろ

（大分市）

一般質問一般質問

御手洗 朋宏


